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　21世紀を迎えて約20年が経過した現代の世
界や日本国内の情勢は，複雑さを一層増してお
り，先の見えない未来が私たちの前に広がって
いるように見える。
　10年ほど前に出版された地理教育に関する
文献には，「今日の世界各地や日本が抱える地
域格差の問題，人口問題，民族対立，環境問題，
食料・エネルギー問題など深刻化する諸問題」
について，「今世紀はこれらの問題を軽減し，
解決することが求められているが，そのために
は，グローバルな視点とローカルな視点両者を
併せ持つことが不可欠」であることが述べられ
ていた???。
　また，地理学という学問について，このよう
な記述も見られた。「地理学は，地表における
自然と人間との関わりを考察する学問である
が，それゆえに，自然環境の特徴や役割，人間
の自然への働きかけ，その結果としての地域の
多様性の仕組みやその重要性を理解することが
求められる。こうした考察視点は，まさに今世
紀の課題である持続可能な発展を可能にするた
めの前提条件でもある」また，「21世紀の地域
格差，人口，環境などの諸問題を考える際に地
理学的見方や捉え方は必要不可欠になってい
る」，しかし，「その反面，地理学は地盤沈下を
起こしている」と???。
　その理由として，地理（学）が「地表の表面
上の各部分における地域的な差異・特色を明ら
かにする科学であり，多くの自然科学および人
文・社会科学にわたり，ひとつの科学を作らな
いのではないか？」，それゆえに「知識の寄せ
集めという（誤った）認識を拭いきれないでい
ること」そして， 「 『地理学ってどんな学問な
の』と指摘されるように，多くの人が地理学に
ついての知識に乏しいこと」を理由に挙げてい
る???。
　21世紀の，このような様々な問題を解決し
ていくためにはどうしたらよいのか。本書では
「地理学の重要性を積極的に普及していくこと
が今日ほど求められている時はない」し，「地
理学の素養を身につけた多くの若者を育てるこ
とが緊急の課題であり，その意味で地理教育の
普及・発展がきわめて重要となっている」と述
べられている???。
　世界や日本の今の状況を正しく理解し，今後
我々はどうしていったらよいか，ということを
考える基礎として，様々な課題の解決のための
「方向性」を見つけていくための地理教育が，
今求められているのではないか。「グローバル
な視点とローカルな視点両者を併せ持つこと」
とは，つまり未来を作っていく児童生徒がもつ
世界観，社会観をどのようにして広げ，どのよ
うにして地理的事象への正しい見方や捉え方を
育てていくか，ということに帰結するように思
われる。また，だからこそ，社会科教師に求め
られることとして，子供たちの中に，「人間の
行動様式や生活様式を捉える視点」を育て，「地
理的素養を持った，地理好きの子供を育ててい
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くことが急務」なのだろう???。
　そこで本稿では，中学校社会科地理的分野の
学習の状況と，地理の授業におけるいくつかの
課題を明らかにしながら，どのようにしたら
「地理的素養を持った，地理好きの子供」を育
てることができるかを考察してみたいと思う。
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　中学校社会科における地理的分野の学習は，
1年生から2年生にかけての2年間，歴史的分
野の学習と並行して行われている。それぞれの
中学校により，授業の進め方，つまり年間の指
導計画（カリキュラム）は異なるが，中学校に
入学して学ぶ社会科のはじめての授業は地理的
分野としている学校が多いと思われる。
　小学校3年から学んできている社会科は，中
学校では，その内容はより体系的で系統的な学
びになってくる。
　現行学習指導要領によれば，小学校3学年で
は「身近な地域や市区町村の様子，生産や販売
の仕事，安全を守る働き」，4学年では「都道府
県の様子，人々の健康や生活環境を支える事
業，自然災害から人々を守る活動」，5学年では
「我が国の国土の様子と国民生活，農業や水産
業，工業生産，産業と情報」，6学年では「我が
国の政治の働きと歴史上の主な事象，グローバ
ル化する世界と日本の役割」などを学び，身近
な社会から都道府県，日本，世界へと内容が少
しずつ広がっていく???。
　中学校では，地理的分野の学習は大きく4つ
に区分され，「世界の地域構成」と「日本の地
域構成」，そして，「世界の様々な地域」と「日
本の様々な地域」を学習する???。
　この4つの区分の間に「歴史的分野」の学習
が入ることになる。「世界の様々な地域」「日本
の様々な地域」については，中学校によっては
「世界」を先行して学ぶのではなく「日本」を
最初に履修する場合もある。
　履修の仕方についても，従前，小学校は「問
題解決的な学習」の充実，中学校では「適切な
課題を見つけ行う学習」の充実が求められてき
た。新学習指導要領においても「公民としての
資質・能力」の具体的内容である「知識・技能」，
「思考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう
力・人間性等」の三つの柱に沿った資質・能力
の育成のため，それらの趣旨は踏襲されてい
る。
　横浜市立の中学校で使用されている帝国書院
　中学校社会科地理的分野教科書「中学生の地
理～世界の姿と日本の国土～」の構成は，次の
ようになっている???。
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　学習指導要領では，前回の改定から，世界や
特に日本の諸地域を学習する際に，それまでの
平面的かつ網羅的な「静態地誌」的な学習では
なく，考察するために必要な中心主題や視点を
基にした，いわゆる「動態地誌的」な学習を行
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うことを求めるようになった。世界の諸地域の
アジアからオセアニアまで6つの州を取り上げ，
「空間的相互依存作用や地域などに着目して，
主題を設けて課題を追究したり解決したりする
活動を通して」，世界各地で顕在化している地
球的課題の現れ方の違いを理解するとともに，
各州の地域的特色を大観し，その地域の地球的
課題の要因，影響を多面的・多角的に考察し表
現することを指導するよう求めている???。
　さらに新学習指導要領の解説では，前回と同
様に，具体的に各州の主題例と学習の展開例が
例示されているので，前（現行）指導要領と比
べながら整理してみる????。
??????????????????????
????????????（前学習指導要領で
は「人口急増と多様な民族・文化」）
　「アジア州を大観する学習を踏まえて，例え
ば，中華人民共和国（以下，中国という。）を
対象に「中国では人口問題に対してどのような
対策が取られてきたのか」，「経済発展した中国
で，なぜ居住環境の問題が起きているのか」な
どといった問いを立て，前者の場合，中国にお
ける人口動態，国内の経済格差，地域間の人口
移動などを地域の人々の生活と関連付けて多面
的・多角的に考察して，人口問題に関わる一般
的課題と中国における地域特有の課題とを捉え
る。」
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????????????（同「ＥＵの発展と
地域間格差」）
　「ヨーロッパ州を大観する学習を踏まえて，
例えば，ヨーロッパ連合（以下，ＥＵという。）
を対象に「ＥＵはどのような経緯でその構成国
を変化させてきたのか」，「ＥＵの構成国内で，
なぜ分離や独立などの動きが見られるのか」な
どといった問いを立て，前者の場合，ＥＵの空
間的広がり，ＥＵ統合の歴史的背景，ＥＵ統合
がもたらす成果と課題などを地域の人々の生活
と関連付けて多面的・多角的に考察して，国家
間の結び付きに関わる一般的課題と ＥＵにお
ける地域特有の課題とを捉える。」
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?????????????（同「モノカル
チャー経済下の人々の生活」）
　「アフリカ州を大観する学習を踏まえて，例
えば，サヘル地域を対象に「サヘル地域では砂
漠化によって，どのような問題が生じているの
か」，「サヘル地域の砂漠化に対して，なぜ諸外
国の支援が必要なのか」などといった問いを立
て，前者の場合，サヘル地域の自然環境，地域
経済の変化，地域内の食料需給などを地域の
人々の生活と関連付けて多面的・多角的に考察
して，食料問題に関わる一般的課題とサヘル地
域における地域特有の課題とを捉える。」
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農業と工業の発展」）
　「北アメリカ州を大観する学習を踏まえて，
例えば，アメリカ合衆国（以下，アメリカとい
う。）を対象に「アメリカでは農業地域の分布
にどのような特色があるのか」，「なぜアメリカ
は，世界有数の経済大国となっているのか」な
どといった問いを立て，前者の場合，アメリカ
の自然環境，都市の分布，交通網の整備などを
地域の人々の生活と関連付けて多面的・多角的
に考察して，産業の立地に関わる一般的課題と
アメリカにおける地域特有の課題とを捉える。」
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林破壊と環境保全」）
　「南アメリカ州を大観する学習を踏まえて，
ブラジルでは森林の耕地化が進んだ結果，どの
ような問題が生じているのか」，「なぜブラジル
では，コーヒーから大豆などへと栽培作物が変
化しているのか」などといった問いを立て，前
者の場合，森林と耕地面積の変化，農産物の生
産，生物多様性などを地域の人々の生活と関連
付けて多面的・多角的に考察して，持続可能な
開発に関わる一般的課題とブラジルにおける地
域特有の課題とを捉える。」 
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?????????（同「アジア諸国との結び
付き」）
　「オセアニア州を大観する学習を踏まえて，
例えば，オーストラリアを対象に「オーストラ
リアでは，民族構成がどのように変化してきた
のか」，「なぜオーストラリアでは，アジア諸国
との貿易割合が増えているのか」といった問い
を立て，前者の場合，先住民との関係，建国の
歴史，貿易相手国や移民出身国の変化などを地
域の人々の生活と関連付けて多面的・多角的に
考察して，多文化社会に関わる一般的課題と
オーストラリアにおける地域特有の課題とを捉
える。」
　このように，前回の学習指導要領から，学習
するための州ごとの「主題」が設定されるよう
になり，指導要領の解説では具体的な例示がな
されている。それまでの平面的，網羅的に世界
の地域を学習するのではなく，現代における今
日的テーマを掲げ，内容を焦点化して指導する
ことを求めているといえる。その一方で，習得
すべき知識の不足が見られたためか，新たに
「大観する学習を踏まえて」という記述が加え
られている。その州全体を眺め，重要な事項を
拾うことで，学習の行き届かなかった部分を
補っているようにも思える。
　現在，横浜市で使用されている帝国書院版の
地理的分野の教科書では，「世界の諸地域」を
学習する際の主題として提示されている内容
は，ほぼ学習指導要領（解説）で例示されてい
るものにほぼ沿ったものとなっている????。
「アジア州」＝「巨大な人口と急速な経済発展」
「ヨーロッパ州」＝「国境をこえた結びつきが
強まることによる人々の生活や産業の変化」
「アフリカ州」＝「人々の生活の変化と自立を
目指す動き」　
「北アメリカ州」＝「世界に影響を与える産業
や生活・文化」
「南アメリカ州」＝「産業の発展や進む開発と
その一方で起こる問題」
「オセアニア州」＝「ヨーロッパにかわってア
ジアとの結びつきを強めているようす」
　以上であるが，どこの中学校においても教科
書の主題に沿った学習が行われているといって
よいと思われる。
　「日本の諸地域」の学習では，学習指導要領
及び解説では，前回と同様に考察の仕方とし
て，次の①～⑤を挙げている。「世界の諸地域」
と同様に整理してみる????。
①　????を中核とした考察の仕方
　「地域の地形や気候などの自然環境に関する
特色ある事象を中核として，それをそこに暮ら
す人々の生活・文化や産業などに関する事象と
関連付け，自然環境が地域の人々の生活・文化
や産業などと深い関係をもっていることや，自
然災害に応じた防災対策が地域の課題になるこ
となどについて考察すること」
②　????????を中核とした考察の仕方
　「地域の人口の分布や動態，都市・村落の立
地や機能に関する特色ある事象を中核として，
それをそこに暮らす人々の生活・文化や産業な
どに関する事象と関連付け，人口や都市・村落
が地域の人々の生活・文化や産業などと深い関
係をもっていることや，過疎・過密問題の解決
が地域の課題となることなどについて考察する
こと」
③　??を中核とした考察
　「地域の農業や工業などの産業に関する特色
ある事象を中核として，それをそこでの自然環
境や交通・通信などに関する事象と関連付け，
産業が地域の自然環境や交通・通信などと深い
関係をもっていることや，産業の振興と環境保
全の両立などの持続可能な社会づくりが地域の
課題となることなどについて考察すること」
④　?????を中核とした考察の仕方
　「地域の道路や鉄道，航路や航空路，通信網
などの交通・通信に関する特色ある事象を中核
として，それをそこでの産業や人口や都市・村
落などに関する事象と関連付け，交通・通信が
地域の産業や人口や都市・村落などと深い関係
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をもっていることや，地域間の結び付きの整備
が地域の課題となることなどについて考察する
こと」
⑤　??????を中核とした考察
　「例えば，地域の産業，文化の歴史的背景や
開発の歴史に関する特色ある事象，地域の環境
問題や環境保全の取組，地域の伝統的な生活・
文化に関する特色ある事象などを中核として，
地域的特色や地域の課題を捉えること」
　以上5つの考察の仕方となっているが，ちな
みに前回の学習指導要領解説では，「歴史的背
景を中核とした考察」「環境問題や環境保全を
中核とした考察」「生活・文化を中核とした考
察」「他地域との結び付きを中核とした考察」
が独立して例示されていたが，今回は「その他
の事象」の中に含まれている????。
　さらに，帝国書院の教科書では，「日本の諸
地域」における考察の中核となる視点について
は，次のように設定されている????。
「九州地方」＝「自然環境」
「中国・四国地方」＝「交通網の発達とそれに
よる生活や産業の変化」
「近畿地方」＝「環境問題や環境保全」
「中部地方」＝「産業」
「関東地方」＝「人口や都市・村落」
「東北地方」＝「生活・文化」
「北海道地方」＝「歴史的背景」
　となっており，日本の諸地域についても，世
界の諸地域と同じように教科書通りの考察の仕
方で学習している学校が多いと思われる。
　このように世界や日本の地域学習では，平面
的に全体を網羅する学習の仕方ではなく，学習
する主題や考察の視点を絞り，学習内容を重点
化・焦点化し，効率的に学習を進めることを推
進したものといえる。それぞれの中学校ごとに
主題や考察の視点は設定してよいことになって
いるものの，前述のように，どの学校において
も，学習指導要領や使用する教科書の例に沿っ
た指導計画が設定されることが多いと思われ
る。学習の主題や考察する視点がある程度明確
になったことで，地理学習における「深い学び」
を促したものといえるが，要は，授業者が動態
地誌的な地理の授業とは何かをしっかりと理解
し，どのように授業を行っていくかということ
であろう。したがって，教科書通りに授業を進
めるのではなく，授業者は主題や考察の視点に
ついて理解を深め，広範な知識を得ておくこ
と，指導計画をしっかり立てておく必要があ
る。
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　では，現在の小学校，中学校における社会科
の学習状況について，どのような課題が見られ
るのだろうか。
　平成29年度に実施された横浜市学力・学習
状況調査の結果報告の考察からそれを考えてみ
たい。小学校5年から中学校3年までの報告に
は次のような記述がみられる????。
????????????????????
　「『社会科も授業がよく分かる』と答えている
児童，また学力層Ｂの児童の多くが，地図や統
計，年表などの複数の資料を関連させて，必要
な資料を読み取り，正誤を正確に判断出来てい
る状況が認められる。小学校高学年の授業にお
いては，複数の資料を活用し，児童がそこから
読み取ったことをもとに，自らの考えを説明す
る場面を多く設けたい。その際，子どもが根拠
や理由を明確にして表現できるように留意した
い。これらのことを通して，社会的事象の特色
や相互の関連，意味を多角的に考える力の育成
につなげることができると考えられる。」
????????????????????
　「『社会科の授業がよく分かる』，『社会科の授
業がどちらかといえば，分かる』と答えている
児童の多くが，地図，統計，年表などの複数の
資料を活用して，必要な情報を集め，内容や特
徴を理解しようとしたり，社会的事象の特色や
相互の関連，意味を多角的に考え表現しようと
したりする状況がみられる。これらのことから，
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社会科が培う能力の育成には，授業において一
つひとつの資料を丁寧に読み取ることができる
ようにすることはもちろん，児童が複数の資料
を関連付けて考えることができるよう，資料を
提示する順序や児童にとって分かりやすい資料
作りなど，教師側の工夫が必要である。」
　小学校の社会科の授業では，従来から行われ
てきた「問題解決的な学習」が様々な資料を用
いて実践されている状況がうかがえる。学力の
比較的高いＡ層，Ｂ層の児童にとっては，かな
り学習が効果的であることが分かる一方で，Ｃ
層，Ｄ層の児童にとってはどうなのであろう
か。
　その小学生が中学生に進学して，どのように
状況が変わっていくか，次は中学校での調査報
告の考察に見られる状況である。
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　「『社会科の勉強が』と答える生徒は，地理的
分野，歴史的分野に関わらず，知識を習得して
いる 状況が認められる。今後も意欲を高めな
がら理解を深める『分かる授業』を実践してい
く必要がある。また，『社会科の授業が分かる』
と答えている生徒は，複数の資料を読み取り，
思考・判断し，表現する力が伸びている傾向が
認められる。授業においては地図や資料等を活
用し，生徒の意欲を高めながら表現活動を取り
入れる展開が必要である。」
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　「学力層Ｂの生徒の多くは日本の諸地域にお
ける自然環境などの基礎・基本の問題の正答率
が高く，知識を 習得している状況が認められ
るが，資料を比較しながら読み取ることを苦手
としている生徒が多いことから， 資料を読み取
る技能を習得させる必要がある。また，『社会
科の勉強が好き』，『社会科の授業がよく分かる』
と答えている生徒の思考力・判断力・表現力等
の育成する必要があるため，地理的分野，歴史
的分野ともに文章からだけではなく，地図や資
料を読み取る技能の習得が求められる。授業に
おいては資料を用いて思考・判断・表現するよ
うな展開が必要である。」
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「『社会科の勉強が好き』『社会科の授業がよく
分かる』と答えている生徒の多くが，日米の貿
易に関する複数の資料を読み取りながら思考・
判断している状況が認められる。学力層Ｂの生
徒の多くも同様である。これらのことから，歴
史的分野においては，資料を活用しながら因果
関係などをしっかりと捉える力を習得させる必
要がある。一方で，公民的分野においては，学
力層Ｂの生徒の多くは，日本国憲法に基づいた
権利や裁判について， 説明文から考えを深める
ことができている。授業においてはよりよい社
会の構築に向けて，複数の資料を活用しながら
思考・判断・表現するような展開が必要であ
る。」
　このように，第1学年は「授業においては地
図や資料等を活用し，生徒の意欲を高めながら
表現活動を取り入れる展開が必要」であり，第
2学年では「資料を比較しながら読み取ること
を苦手としている生徒が多いことから， 資料を
読み取る技能を習得させる必要」があり，「地
理的分野，歴史的分野ともに文章からだけでは
なく，地図や資料を読み取る技能の習得が求め
られるとしている。また，授業において資料を
用いて思考・判断・表現するような展開が必要」
との考察もなされている。また第3学年では，
地理的分野の学習は行わないものの，「複数の
資料を活用しながら思考・判断・表現するよう
な展開が必要」であるとの考察もなされている。
　小学生から中学生となり，一人の学級担任に
よる授業から複数の教科担任による授業形態に
変わり，また，話し合いを中心とした問題解決
的な学習から，座学中心の授業に変わり，学ぶ
量も急激に増加し内容も複雑になっていく。授
業で扱う資料も統計的で数値的な資料が多くな
り，比較したり変化を読み取ったりすること
や，複数の資料を読み取ったりすることに苦手
意識を感じている生徒が多くいることがうかが
える。
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　では，そのような課題を解決するためにはど
のような方策が必要なのだろうか。
　授業において，グラフや表などの数値的な資
料や，写真や映像，地図などの視聴覚的資料を
多く提示して活用したり，定期試験において知
識を問う問題だけでなく様々な資料を読み取る
問題や，複数の資料を用いての思考問題を作成
したりという取組を心掛けていく必要性を感じ
る。教師が作成するテスト問題においても，資
料を読み取らせる技能問題と思考・判断させる
思考問題の作成力を高める必要性がある。表現
活動としては，レポートの書き方をしっかり指
導したうえで，課題学習としてのレポートの作
成や，発表会や報告会での表現活動，定期試験
における，複数の資料から分かることを自分の
言葉で書かせるような記述問題の作成などが必
要であろう。資料の読み取りの技能や，資料か
ら分かることを思考・表現するためには，資料
に触れる機会をどれだけ増やすかが課題である
し，数値的な読み取りについては数学（算数）
科との連携も必要であるだろう。
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　ところで，授業でどのような資料を用いるか
を考えたとき，グラフや表などのデータや写真
や図などの視覚的な資料とは別に，生徒の身近
な，身の回りにある具体的な事物を資料として
活用することの有効性について考えてみたい。
　中央教育審議会答申において，「社会科の成
果と課題」の中の「社会的な見方・考え方」の
「社会的事象の地理的見方・考え方」は，「社
会的事象を位置や空間的な広がりに着目して捉
え，地域の環境条件や地域間の結び付きなどの
地域という枠組みの中で，人間の営みと関連付
けて」働かせるものである，という記述がある????。
　「人間の営み」とは，生徒の日常の生活その
ものであり，身近な地域社会，人間世界のこと
である。そこから生徒の視点をより大きな世界
に広げていくことが重要であると考える。その
ために，授業で扱う資料については，授業者は
生徒がより身近に感じられるような資料の提示
を行い，生徒が実際に生活している世界（地域
社会）との関連を意識した授業展開が必要なの
ではないだろうか。
　では，授業で学習する内容が，生徒自身の生
活と直接的あるいは間接的に関係しているとい
うことを強く意識させるためにはどのような取
組が必要なのだろうか。
　授業の中で，生徒は教師に様々な疑問をぶつ
けてくる。30年ほど前になるが， 1年生の地理
の最初の授業で，教科書や地図帳のガイダンス
的な説明をしていた時に，ある生徒が地図帳の
西アジア地域の部分を見ていて，「先生，『ナツ
メヤシ』って書いてあるけど，これって何です
か？」と質問してきた。地図帳の最後のページ
の見開きには写真資料が掲載されているが，教
師である自分は食用の果物であるという「ナツ
メヤシ」という名前は知っていても，実際に見
たこともましてや食べたこともない。生徒の素
朴な疑問に教師はそれなりに応えなければなら
ない。そこで横浜中華街で売られていた乾燥ナ
ツメヤシを購入し，次の授業でその「ドライナ
ツメ」を配り，生徒に配って食べさせてみた。
授業中に食べ物を与えることにはリスクや責任
が伴うことであるが，その当時はまだ寛容な雰
囲気があったように思われる。これを機会に
様々な授業の場面で様々な食材を教材として使
用するようにした。
　世界の諸地域の中華人民共和国の授業では，
当時あまり一般的ではなかった「ウーロン茶」
と「ジャスミン茶」の茶葉を購入し，煎じて飲
ませたこともあった。南アジアの授業では，カ
レー粉の原料である香辛料の「クミン」や「ター
メリック」などの香りを嗅がせてみたり，東南
アジアでは「胡椒」の実を，南アメリカの授業
では種類の違う「珈琲豆」や焙煎していない豆，
ヨーロッパの授業では2種類の「オリーブの実」
を，目と鼻で比較させてみたりもした。また，
たまたま行ったインド料理店で料理と一緒に出
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されていた「バナナの葉」を譲ってもらい，授
業で直接生徒に手で触れさせてみたこともあっ
た。それは，授業で見せた映像資料でバナナの
葉が食器の皿の代わりに使用されていたこと
や，バナナの葉には殺菌作用があることを実物
で確認させたかったからである。そのほか，「ラ
イ麦パン」や「ブルーチーズ」なども教材とし
て利用した。比較的手に入りやすいものを教材
として，授業の中で生徒に体験させることによ
り，日常生活で生徒が接する様々な物が，生徒
が地理の授業で学習したことと繋がっているこ
とを自覚させ，そのことが生徒の地理的な興味
を広げ，関心を高めることにつながるのではな
いかと考えたからである。
　社会科の教師は，日本国内や世界の隅々まで
訪ね見聞してくることはできないし，経験でき
ることも限られており，地理的事象のすべてを
知悉することもできない。しかし，授業で扱う
社会的事象について，社会科教師として，でき
るだけ見聞を広め多くの知識と経験を得ておき
たいものである。社会科教師は，ある意味「物
知り博士」でなければいけないし，授業で活用
できる知識や経験が入っている「引き出し」を
たくさん持っていたいものである。
?????????????????
　生徒が習得する知識について，中学校段階で
卒業するまでに基本的に知っておくべき，また
は覚えておくべき「生きて働く」知識は確実に
あるはずである。思考力・判断力・表現力等も
その「確かな知識」が基礎となって初めて発揮
されるものと考える。
　中学校の社会科教師は，教える生徒のほとん
どが高校を受験することを念頭に授業を行って
いる。単に試験に出るからという理由ではなく，
日本という国に生きる人間として，大人になっ
たときに身に付けておいてよい常識的な知識が
あるとの観点に立ち，習得させるべき地理的用
語について，その見極めを行ったうえで，その
用語を必要な知識として生徒にはっきりと提示
してもよいのではないだろうか????。
　具体的には，世界地理では，主要な国名，都
市名及びその位置，山脈や河川名，島や半島名，
海流名などの自然環境であり，同様に日本地理
でも都道府県名や県庁所在地名，山脈，河川，
平野名などである。歴史的分野においても，時
代名，人物名，事件や法令などの名称である。
何が重要で，何を覚えておかなければならない
かが分かっていない生徒が思いのほか多いよう
に思われる。そこで，ひとつの方法として筆者
がかつて実践した取組を紹介してみたい。
???????
　1学年での地理の授業で行った取組である。
あらかじめ，テストに出題する国名50か国を
リストにして生徒にプリントで伝える。テスト
の答案用紙とした世界の白地図には国ごとに番
号が振ってあり，その国名を答えさせる。事前
に解答は知らせてあるから，生徒たちは一生懸
命に地図でその国の位置を探すことになる。同
様に世界の都市名でもテストを行う。
　この「地名テスト」では，何を出題するかは
教師自身の判断であり，中学校社会科地理的分
野の指導内容をよく読み込み，どの程度の地名
の知識が適当であるか教師自身が適切に判断し
ていく必要がある。
　小学校社会科では，日本の都道府県名と位置
を知識として習得することが求められている。
中学校の社会科授業においても，日本の諸地域
を学習する初めの段階で，小学校の復習も兼
ね，「都道府県名テスト」「都道府県庁所在地テ
スト」として実施しておくことも必要であろう。
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　社会科は暗記科目であると揶揄されることが
あるが，丸暗記した知識は「生きた知識」には
ならない。「生きた知識」とは，人生を豊かに
する知識であり，社会的存在である公民として
役立つ知識である。では，地理の学習における
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「生きた知識」とはどのような知識なのだろう
か。国際化やグローバル化といわれる中，それ
ぞれの国民が世界の国々について相互に理解し
合うことは重要であり，世界の国々について学
び，様々な知識を得る学習を行う地理の意義は
大きくなっていると言える。
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　中学生が地理的分野で最初に学ぶ「世界のさ
まざまな地域」の導入部分では，世界には190
余りの国があることを学び，その位置や面積，
人口などを地図帳で確認する。そのような学習
に加え，主な国の象徴である「国歌」について
も扱い，その違いや聞いて受ける印象を感じさ
せる機会を作りたい。オリンピックの表彰式で
金メダルを獲得した選手の国の国歌が演奏さ
れ，なじみのある国歌もあると思われるが，改
めて世界の国歌を収録したＣＤを使って生徒に
聞かせることで，その国についてのイメージを
膨らませることができる。フランスやアメリカ
合衆国の国歌では，授業者がフランス革命やア
メリカ独立戦争にまつわる説明を加えること
で，歴史的分野での学習につなげることもでき
る。
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　国歌と並んで，生徒が知っておいてよいと思
われるのが国旗の違いである。国旗もその国家
の象徴であり，どの国においても尊重され重要
なものとして扱われている。主な国の国旗を生
徒に知識として身に付けさせることは必要であ
ろう。なぜオーストラリアやニュージーランド
の国旗にはイギリス国旗があしらわれているの
か，なぜアメリカ合衆国の国旗に50の星と13
本の紅白の縞模様があるのか，このことは歴史
的分野での学習とつながっていく部分である。
そのほかの国の国旗にあらわされているデザイ
ンの意味などを調べたり気づかせたりすること
は，世界の国々を学ぶ導入部分として重要であ
ろう。そして「この国旗はどこの国のものか」
という簡単なテストにして出題し，生徒に知識
として習得させておくことは必要であろう。
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　「新大陸」を発見したコロンブスの名前から
国名がついたコロンビアや，赤道を意味する言
葉から国名がついたエクアドル，「氷の国」と
いう意味のアイスランドなど，国名の由来につ
いて生徒に調べさせたり，気づかせたりするこ
とも重要である。51の州で形成されるアメリ
カ合衆国は，なぜ「アメリカ合州国」とは言わ
ないのか，イギリスの正式な国名がなぜ「グ
レートブリテン及び北アイルランド連合王国」
というのか， 2018年のサッカーワールドカッ
プ・ロシア大会に，なぜイギリスではなく「イ
ングランド」として出場したのかなど，生徒の
関心を高めることにつながるのではないかと思
われる。そして，日本はどうして「日本国」と
いう国名なのか，国旗「日の丸」の説明ととも
に，生徒に考えさせたい学習事項である。
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　日本人の食生活で，コメ，牛肉や豚肉，鶏肉
などの食肉，ジャガイモやトマト，茶は欠かせ
ないものになっている。
　ジャガイモとトマトは南アメリカ大陸原産で
あり，新大陸発見以降ヨーロッパにもたらさ
れ，現在では世界で広く栽培されている農産物
である。茶については，世界地理の授業では中
華人民共和国やインド，スリランカなどでの茶
の栽培やヨーロッパのイギリス人の食生活にお
ける紅茶について扱われると思われる。もちろ
ん日本地理での静岡県をはじめとする緑茶の栽
培についてはかなり詳しく扱う。
　先述の，「2．学習への関心・意欲を高める授
業の工夫」において，ウーロン茶やジャスミン
茶についてはすでに触れたが，生徒の身近な食
材である「米」，「食肉」，「ジャガイモ」，「茶」，
「トマト」を例に，それらを通して地理を学ぶ
取組を考えてみたい。
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　米は日本人の主食である。今日，自給率の高
い「米」の消費が減少し，飼料や原料を海外に
依存している畜産物や油脂類の消費量が増え，
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長期的に低下傾向が続いている。農林水産省発
表のデータを基にした日本人一人当たり米の年
間消費量の推移では，1962年の118kgから2015
年は54.6kgとなっている。日本人の「米」消
費量は，2015年度は前年より1kg減り，ピーク
だった1962年の半分以下になっている。それ
でも日本人の食生活にとってコメは欠かせない
食品であることに変わりはない。
　コメ（イネ）の原産地は，中国南部の雲南か
らラオス，タイ，ビルマ周辺に広がる山岳地帯
であるとされ，そこから北の方に広がったの
が，寒さにつよい「ジャポニカ種」という種類
であり，中国などの温帯での栽培にむくイネで
あると言われている。南に下ってインドや東南
アジアに広がったのが「インディカ種」で，湿
度と気温が高い雨季と乾季がある気候での栽培
にむいている。そのほか東南アジア島嶼部やイ
タリア・ブラジルなどで生産される「ジャバニ
カ種」という種類もある。
　栽培の仕方も，水田で栽培する水稲と，畑で
栽培する陸稲があり，東南アジアの多雨地帯で
は，水深が著しく深くなるような水田に適応し
た「浮稲」という品種もある。
　イネの原産地やその種類，世界各地で生産さ
れるようになったイネの栽培の様子について学
ぶことは，日本食が世界的に有名になっている
現在の状況からも，生徒にとってきわめて意味
のあることである????。
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　主に食用される肉には，牛肉，豚肉，鶏肉が
あるが，日本はその多くを海外から輸入してい
る。牛肉の場合， 2014年のデータでは，517000
トンが海外からの輸入で，全体の60％を占め，
国内産を上回っている。内訳はオーストラリア
産が32％，米国産が22％，ニュージーランド
産が3％となっている。アメリカの牛肉の輸出
先として日本が25％と一番多く占め，アメリ
カの輸出量の四分の一を占めている。オースト
ラリア産は22％が日本であり，アメリカに次
いで2番目の輸出国になっている????。
　肉食文化は欧米の食文化の中心であるが，今
日の日本でも肉食は大きな部分を占めるように
なってきた。外食で摂取する食育の大部分は外
国産が多く占めている。
　ヨーロッパの肉食文化についていえば，ドイ
ツで一つの村に一軒の肉屋があると言われ，食
肉を加工し販売する肉屋は「マイスター」とし
て多くの人々から尊敬されている。ドイツのあ
る農家では豚の屠畜から解体，加工まで家族ぐ
るみで行うところが多く，内臓から血液まで肉
を余すことなく加工し消費している。フランス
では羊の脳みそまで料理の食材として利用して
いる。また，最大の牛肉輸入国アメリカでの肉
牛の生産の様子を知ることも重要だと思われ
る。肉牛の生産は企業的に行われ，ブロイラー
式に短期間で肥育される。そういった肉牛の生
産の様子を実際に生徒が見る機会はほとんどな
い。アメリカの畜産業の実際を知ることや，欧
米の食文化を学ぶことで，加工され，処理され
トレイにパック詰めにされた食肉しか見たこと
のない生徒たちにとって，肉の生産の様子を知
り，動物の命を食べる（消費する）ことの意味
を理解させることは有意義であると思われる????。
???????
　ジャガイモは，生徒にとって身近な野菜であ
り，児童生徒が好んで食べているフライドポテ
トやスナック菓子などの原料となっている。南
アメリカ大陸原産で，はじめてヨーロッパにも
たらされとき，「聖書に書かれていない作物」
ということで，農民が栽培することはほとんど
なかった。18世紀のドイツ・プロイセン国王
フリードリヒ2世によりドイツを中心に栽培が
奨励され，肥沃でない土地でもよく育つことか
らドイツ国内に栽培が広まり，やがて飢餓を背
景にしてヨーロッパ全体に栽培が広まっていっ
たという。土地が肥沃でなかったアイルランド
では，ジャガイモの普及したことで急激に人口
が増加した。しかしジャガイモに食料を頼りす
ぎたため，流行したジャガイモの病気により壊
滅的な生産量の減少が起こり，飢餓が蔓延して
?????
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しまった。その結果，多くの国民が海外移民を
選ばざるを得なかったという。その移民の中に
アメリカ大統領ケネディの祖父がおり，もしア
メリカ合衆国に移住しなければ，ケネディ大統
領は存在していなかったといわれている。ジャ
ガイモの大生産国であるアメリカでは，地下水
のくみ上げ過ぎにより農地が疲弊していること
など，授業で深い学びにつながる地理的事象は
多いと思われる????。
?????
　トマトも，ジャガイモと同じく原産は南アメ
リカ大陸であるが，16世紀にヨーロッパに伝わ
り，ジャガイモと同様に聖書に書かれていない
植物ということで食用にはされず，主に観賞用
として栽培されていたという。やがてスペイン
からイタリア半島に伝わり，ベスビオ火山の火
山灰の土壌と出合って，黄色から赤い実を結ん
だと言われている。
　現在ではイタリア料理をはじめ多くの国でト
マトは欠かせない食材になっており，トマト
ソースは，日本の醤油，インドのカレーと並ん
で「世界三大ソース」と言われるまでになって
いる。身近な食材のルーツをたどることで，教
科書の内容も「生きた知識」になっていく????。
???
　茶の原産地は中国南部雲南省あたりといわ
れ，現在ではインドや日本をはじめアジア各地
で栽培され茶が生産されている????。
　インドの紅茶，中国の烏龍茶やジャスミン
茶，日本の緑茶など茶の種類は様々である。19
世紀末，幕末・明治初期の日本の重要な輸出品
の一つが茶であった。イギリス人も初めから紅
茶を飲んでいたわけではなく，中国の緑茶を飲
んでいたとされる。これは俗説とされているが，
インドで茶の栽培が行われるようになり，赤道
を経由してイギリスに船で運ばれる途中，船底
で発酵して紅茶になった，という話は俗説であ
るといわれ，すでに中国で発酵した茶が栽培さ
れており，それがイギリスに渡って改良された
ものがイギリスの紅茶になったとされる。緑茶
は発酵茶ではないが，現在では日本からペット
ボトル入り緑茶が大量に輸出され，アメリカを
はじめ多くの国で飲まれるようになっている。
また，日本独特のものである抹茶は，茶道で飲
まれるだけでなく，菓子やスイーツの原料とし
て世界に知られるようになった。
　このように，生徒の身近な食品等を積極的に
授業に活用することで，学習内容と関連付けて
学習させることは重要であり有効である。
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　今日，世界各地や日本は，地域格差の問題，
人口問題，民族対立，環境問題，食料・エネル
ギー問題など多くの深刻化する諸問題を抱えて
いる。私たちは，これらの問題を軽減し解決し
ていくことが求められているが，そのために
は，「グローバルな視点」と「ローカルな視点」
の両者を併せ持つことが不可欠であることはす
でに触れた。グローバルな視点を持つための第
一歩として，まず自分はこの地球のどこに住
み，日本という国のどの地域で生活しているの
かを自覚する必要があるのではないかと考え
る。自分自身の立ち位置をはっきりさせ，視野
を広げていく必要があるのではないか。
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　学習指導要領の「内容の取扱い」において，「地
球儀や地図を積極的に活用し，学習全体を通し
て，大まかに世界地図や日本地図を描けるよう
にすること」としている。解説でも「世界地図
については，赤道や本初子午線など目安となる
緯線，経線を基準として，大陸の形状や大陸と
海洋の位置関係が大まかに示されている程度の
世界の略地図を描けるようにすること」として
いる。また，日本地図についても「日本の領域
の広がりや東経135度の経線などに留意しつつ，
日本を構成する主な島々の大まかな形状や位置
関係が分かる程度の日本の略地図を描けるよう
にすること」と述べられている????。
　そのことを受けて，教科書には世界地図と日
?????
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本地図を略図にして描くという取組の事例が
載っている????。
　教科書の取組では，ノートなどに世界地図を
大雑把に描かせて，位置関係などを理解させる
ためのものであるが，それとは別の意味で筆者
が取り組んだ事例を紹介する。
　世界地理の授業の最初に，白地のプリントを
配り，教科書や地図帳などの資料は見ずに，自
分が知っている世界地図をできるだけ正確に描
くよう指示する。そして，世界地理の授業の最
後に，また同じように世界地図を白地のプリン
トに世界地図を描かせる。描かせた後に，以前
描かせたものを個々に配り，どれだけ世界地図
の描き方が変わったかを比較させるものであ
る。これと同じことを日本地図でも行った。
　生徒の頭の中に，自分なりの世界地図や日本
地図がどのように描かれているかは重要なこと
である。大陸の大きさの違いや，赤道はどの部
分に通っているのか，ヨーロッパの緯度の高さ
は日本と比較してどうか，日本列島の形状特に
北海道の面積が九州の2倍近くあることなど，
知っておいてよいことばかりである。世界や日
本国内で起こっている様々な事件が，世界や日
本のどの地点で起こっているのかを自分なりに
イメージできるか，そして，今自分が世界のど
こにいるのか，日本のどの地域にいて，どこで
生活しているかを自覚することは大切なことで
ある。結果として，生徒は地理の学習を通して
理解が深まれば深まるほど，より正確な地図が
描けるようになるはずである。前後2回の地図
を比較して，生徒自身が学習の成果を自分の眼
で見て確認し，自覚することにもつながるので
はないかと思う。
　社会科特に地理的分野の授業では，学習で扱
う内容が地図上のどこに該当しているのか（ど
このことを学習しているか）を，生徒に意識さ
せておくことは極めて重要である。世界や日本
の地理的事象や，世界や日本各地で起こる事件
や災害などを，ただ漠然と捉えさせるのではな
く，生徒自身との位置関係で捉えることで，地
球温暖化や国際紛争，国際的地域格差の問題な
どのグローバルな問題に対して，自分事として
関心を持って捉えていくことができるだろう。
自分なりの，しっかりとした世界地図，日本地
図のイメージを持つことの重要性を感じるから
である。「自分は今どこにいるのか」「これから
どこに向かおうとしているのか」といった，「地
に足のついた」学習活動を行う必要があると考
える。
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　前述のように，学習指導要領にある中学校社
会科における地理的分野の「社会的事象の地理
的な見方・考え方」は，「社会的事象を位置や
空間的な広がりに着目して捉え，地域の環境条
件や地域間の結び付きなどの地域の枠組みの中
で，人間の営みと関連付けて」働かせるもので
あった。この中の「人間の営みと関連付け」と
いう部分は，「生きて働く知識の習得」との記
述とともに，特に地理的分野の授業を改善して
いくうえで重要な意味を持つキーワードである
と思われる。「人間の営み」と関連付ける授業
とは，常に生徒の日常生活で体験する様々な事
象と，社会的（地理的）事象との関連性を意識
した授業にほかならない。
　授業の内容を，生徒一人一人に身近なものと
して意識されるためには，身近な地域の調査や
新旧地形図の比較にしても，授業者がまず実際
にその地域を歩いたり，その地域について調べ
たりすることが必要である。生徒を引率して校
外に出て学習することはなかなか難しいが，せ
めて屋上から学区の様子を眺めるなどして，机
上の学習に終わらせないことが重要であろう。
また，日々の授業の中で，具体的な資料に手で
触れたり，映像資料などで視覚的に理解したり
することにより，生徒は授業の中で驚きと発見
のある機会を得ることになるはずである。授業
者としては，日常的に授業や定期試験などで活
用できる資料を意識的に探す教材研究が必要で
?????
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あろう。
　本稿の「はじめに」の部分で，「人間の行動
様式や生活様式を捉える視点」を育て，「地理
的素養を持った，地理好きの子供を育てていく
ことが急務」であることはすでに述べた。「人
間の行動様式や生活様式」を捉えるために必要
なことは，「人間の営み」を意識した授業の取
組に他ならないと思われる。「地理的素養」も
そこから生まれてくるのだと考える。
　今の子どもたちは，ゲームやアニメなどの世
界に深く入り込み，現実世界よりもバーチャル
な仮想世界を体験することが日常的に多くなっ
ているように思える。実際の距離感や空間的，
立体的に事象を捉えることが難しく，対象を正
しく理解する力や他者と上手にコミュニケー
ションをとる力が弱まっているようにも思え
る。
　人が生きていくうえで必要不可欠な食べもの
についていえば，その食べ物を，だれが，どこ
で，どのように生産し，それがどのように運ば
れ，どのようにして販売され消費されているの
か，その有りようを実際に知り，理解していく
ことは，「人間の営み」を実感するうえで必要
なことである。人間の衣食住に関わる事象は，
地理的分野に関わることがほとんどである。地
形がどうなっているか，気候がどのように変
わってきているかなど，自然について学ぶこと
も同様であろう。それは，これからの時代を生
きる児童生徒にとってますます重要な学習に
なってきているといえる。環境問題について言
えば，温室効果ガスによる地球温暖化の問題
や，近年問題になっているプラスチックごみの
海洋への廃棄の問題についても，全世界の人々
が真剣になって考え，解決していかなければな
らない問題である。解決の努力なくしては，い
わゆる「持続可能な社会」の創造はありえない
だろう。学習指導要領において「グローバルな
視点」や「持続可能な社会づくり」「社会参画
意識の涵養」「よりよい社会の実現」などの表
現があるのは，そのことを意識しての記述であ
ると思われる。
　授業者は，生徒に興味関心を引き出せるよう
な資料の提示と活用を心掛け，授業で学ぶ社会
的事象（地理的事象）が「人間の営み」に密接
に関わっていることを実感させるような実践・
取組を行うことが肝要である。それが生徒に
とっての生きた知識を学ぶ，「主体的で対話的
な深い学び」の場につながるのであり，楽しく
興味深い授業につながっていくのだと考える。
言い換えれば，それが一つの授業改善となり，
地理好きの子供を育てていくことにもつながっ
ていくからである。
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